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フレッシュマンセミナー資料

学習管理システム（manaba）の使い方

学術情報メディアセンター 教育クラウド室

教育クラウド室のWebサイト： https://www.ecloud.tsukuba.ac.jp
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
このスライドでは、学習管理システム（筑波大学ではmanabaが使われています）を初めて使う学生を対象に、必要最低限の注意事項を説明します。
このスライド以外にも、後で紹介する各種ドキュメントが用意されています。授業が始まるまでに、各自でよく読んでおいてください。



学習管理システム (LMS) とは

 講義資料（PDFなど）の配布（コースコンテンツ）

 講義動画の配信

 教員から学生への連絡（コースニュース）

 レポート課題の提示・提出

 小テスト

 出席 etc.

※ 筑波大学では，朝日ネット社のmanabaが使われています。

※ 筑波大学における学習管理システムの管理・運営は，学術情報 メディ
アセンターの教育クラウド室という部署が行なっています。

授業に関わる活動をオンラインで支援するための
（Webインターフェースによる）システム
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
学習管理システム（Learning Management System、略してLMS（エルエムエス））とは、授業に関わる活動をオンラインで支援するためのWebインターフェースによるシステムです。具体的には、スライドで示す通り、講義資料の配布やレポート、小テスト、出席などが挙げられます。学習管理システムでは、皆さんがTWINSで履修した授業ごとに、専用のWebページ（「コースページ」と呼びます）が用意されます。このWebページを通じて、授業の担当教員と履修生との間でコミュニケーションが取れるようになっています。なお、コースページは、担当教員と履修生しかアクセスできないようになっています。
筑波大学では、学習管理システムとして朝日ネット社のmanabaと呼ばれるシステムが使われています。また、筑波大学における学習管理システムの管理・運営は、学術情報メディアセンターの中の教育クラウド室という部署が行なっています。



各種ドキュメントの所在
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下記のドキュメントを各自で熟読すること。

 ITCガイドの第7章「学習管理システム」

https://www.u.tsukuba.ac.jp/ict_guide/

 manabaのマニュアル

manabaにログイン直後の画面の

最下部にリンクがある（右図）。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これから解説するのは、manabaの使い方のごく一部です。詳しい利用方法や注意点については、下記の2つのドキュメントを各自で熟読してください。
1つ目は、新入生用に作られた「ITCガイド」です。ここには、manabaに限らず、筑波大学で使われている様々なITCシステムついての説明が書かれています。manabaに関する説明は第7章に書かれています。追加始める前に一通り読んでおいてください。PDF版は、下記URLのページからダウンロードできます。
2つ目は、manabaのマニュアルです。manabaにログイン直後の画面（これを「マイページ」と言います）の最下部に、「マニュアル」と小さく書かれたリンクがありますので、そこをクリックするとPDFがダウンロードできます。
このスライドの最後に、manabaに関する問い合わせ先が書かれていますが、質問をする前に必ずこれらのドキュメントを読み返してください。



ログインしてみよう（1/2）

Step 1. manabaにアクセスする。

URL： https://manaba.tsukuba.ac.jp
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Step 2. 統一認証システムのログイン画面
（右図）が表示されたら，IDとパ
スワードを入力する。

 ユーザID：UTID-13（学生証裏面の13桁数字）

 パスワード：初期値は入学時に配布

ブックマークに加える際には，必ず上記のURLを登録すること。

（統一認証のログイン画面でブックマークをすると，次回のログインの際にエラーが
出る。）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
それでは、早速manabaにログインしてみましょう。
最初に、Webブラウザを立ち上げて、manabaのログイン画面（https://manaba.tsukuba.ac.jp）にアクセスします。
すると、スライドの図のような統一認証システムのログイン画面が表示されます。そこで、統一認証のIDとパスワードを入力します。なお、統一認証システムのユーザIDは、「UTID（ユーティーアイディー）13」と呼ばれる13桁の数字です。学生証裏面のバーコードに印刷されています。パスワードは、初期値が入学時に配布されています。すでに変更している場合は、それを入力します。
ここで注意として、manabaのログインページをブックマークに加える際には、必ず上記のURLを登録するようにしてください。統一認証のログイン画面でブックマークに登録すると、次回のログインの際にエラーとなります。



ログインしてみよう（2/2）

Step 3. ログインに成功すると，マイページ（下図）が表示される。
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ログインできないときは，以下のことを確認
すること。

 統一認証のID/PWは正しいか。

https://account.tsukuba.ac.jp の「登録
情報確認」を使う。PWが分からなくなっ
た等，統一認証システムに関するトラ
ブルの場合は，上記ページの「統一認
証システムについて」を熟読すること。

 ブックマークのURLが間違っていない
か。

※どちらも正しい場合は，manabaヘルプデ
スクに問い合わせること。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ログインに成功すると、「マイページ」と呼ばれる画面が表示されます。
なお、ここまでの操作でログインできなかった場合、以下の2つのこと（スライドに記載）を確認してください。どちらも正しい場合は、manabaヘルプデスク（このスライドの最後のページ）に問い合わせてください。（統一認証が原因と思われる場合は、manabaヘルプデスクではなく、統一認証システムの問い合わせ窓口に問い合わせてください。）

https://account.tsukuba.ac.jp/


最初にすべきこと：リマインダの設定
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ログイン画面右上の「設定」を

クリックする。

 リマインダを受信したいアドレスを登録

 「メール受信タイミング」を「都度受信する」に設定

 「個別設定」の項目をすべて「受信する」に設定

「リマインダ」とは，コースニュースの書き込みやレポート課題の提示などがあった場
合に，システムからリアルタイムでお知らせするメールのことです。すぐに受信・閲覧
できるアドレスを設定しておかないと，レポート課題の提示などに気づかず，単位取
得に影響するといったことも起こり得ます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ログインに成功したら、最初にリマインダの設定をします。「リマインダ」とは，コースニュースの書き込みやレポート課題の提示などがあった場合に，システムからリアルタイムでお知らせするメールのことです。
リマインダの設定は、まずログイン直後の画面右上の「設定」のリンクをクリックします。すると、「リマインダ設定」という項目が現れますので、そこをクリックし、以下の3つの項目（スライドに記載）の設定を行なってください。
リマインダを常に受信・閲覧できるようにしておかないと、レポート課題の提示や教室外での教員からの大事な連絡に気づかず、単位取得にも影響するようなことが起こり得ますので、忘れずに設定するようにしてください。



履修登録
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TWINSで履修登録をすると，manabaでその授業のコースページに履修生
としてアクセスできるようになります。

TWINSの履修情報は毎日深夜に同期していますので，TWINSの履修登録は翌朝
にならないと反映されません。翌日になってもmanabaで登録されない場合は，担当
教員に問い合わせること。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
マイページには、自分が履修登録をしている授業のコースページの一覧が表示されます。通常、TWINSで授業の履修登録をすると、manabaでその授業のコースページに履修生としてアクセスできるようになります。ただし、TWINSの履修情報は毎日深夜に同期していますので、TWINSの履修登録は翌朝にならなと反映されません。翌日になってもmanabaで履修生として登録されない場合は、担当教員に問い合わせてください。
また、この他にも、TWINSの履修登録とは別に、自分で直接manabaで登録をする「自己登録」という方法もあります。（この作業をしても、TWINSで自動的に履修登録されるわけではありません。）この方法は、授業の担当教員から指示があった場合にのみ、マニュアルの説明に従って操作してください。



各種機能の使い方
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学生用マニュアルを良く読んでください。

よく使う機能
 コースコンテンツ

 小テスト

 レポート

 出席（respon）

 自己登録

※ TWINSを介さず直接履修登録する方
法。教員から「登録キー」が提示されま

す。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
先に述べたように、manabaでは講義資料のダウンロード・閲覧や、小テスト、レポートなど、様々な機能が提供されています。これらの操作方法は、manabaのマニュアルに説明が書かれていますので、各自でよく読んでおいてください。



問い合わせ先

9

 Email：support-manaba@ecloud.tsukuba.ac.jp

 電話：029-853-6892

※ 基本的にメールで問い合わせてください。

※ 問い合わせの際には，必ず以下のことを明記すること。

 氏名

 所属

 学籍番号

 返信先のメールアドレス

 問い合わせたい内容（問題の発生した状況や使用しているOSなどの情報
をできるだけ具体的に書いてください。）

manabaヘルプデスク
教育クラウド室に設けられたmanabaに関する質問を受け付ける窓口

2020/4/5

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
manabaに関して困ったことや分からないことがあれば、教育クラウド室内に設けられた「manabaヘルプデスク」までお問い合わせください。どんな簡単なことでも、専属のスタッフがお答えします。問い合わせは、基本的にメールで行なってください。急ぎの場合には、記載の電話番号でも受け付けています（平日昼間のみ）。
なお、問い合わせの際には、必ず下記のこと（スライドに記載）を明記するようにしてください。
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